
担当課 地域整備課　都市整備担当

〇単独浄化槽、汲取りからの転換を促し、河
川の水質を浄化すること

〇合併浄化槽設置補助金交付申請数
　…17件

〇検査地点5箇所で環境基準内の水質
　…3か所（目標5か所）

〇汚水処理人口普及率…49％（目標49.5％）

〇合併浄化槽設置事は、家屋の新築・改築
のタイミング以外での申請が少なく、単独浄
化槽使用者への啓発が課題

〇公共下水道整備区域との負担の公平性の
観点から、今後も当該補助事業を継続する
方針

令和5年度大月市事業仕分け

Ａ-2

事業名 合併浄化槽設置推進事業

11：00～12：00

Ｌ202講義室

時間

場所

事業の目的

課題・今後の方向性など

活動の実績（令和4年度）

成果と目標（令和4年度）



（ ）

予算事業名（細々目） 合併浄化槽設置推進事業

施策の大綱 水や緑と共生するまちづくり 事業開始年度 平成9年

事業シート（概要説明書） 令和5年度

事業名 合併浄化槽設置推進事業

A-2

施策体系 上水道・下水道の整備 部　名 産業建設部

施策項目 下水道事業の推進 課　名 地域整備課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 仲澤　健二

〇事務事業の計画

実施の背景
水環境の保全を考える上で、生活雑排水の未処理放流は非常に大きな問題となっている。このた
め、国、都道府県、市町村の協力のもと合併浄化槽の普及促進を推進している。

根拠法令等 浄化槽法 担当名 都市整備担当

目　的
（何をどうしたいのか）

合併浄化槽設置者に補助金を交付することにより、単独浄化槽、汲取りからの転換を促し、河川
の水質を浄化することを目的とする。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

生活雑排水の未処理放流家屋（下水道認可区域は除く）
対象者数（全住民に対する割合）

9215 人 42 ％

実施方法

□直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：申請者 実施主体：大月市）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

合併浄化槽設置者に補助金を交付する。
  ※補助率　国：1/3　県：1/3　市：1/3

　〇公共下水道認可区域外
　　５人槽　　：332,000円（国費110,666円　県費110,666円　市費110,668円）
　　７人槽　　：414,000円（国費138,000円　県費138,000円　市費138,000円）
　　８人槽以上：548,000円（国費182,666円　県費182,666円　市費182,668円）

　〇公共下水道認可区域内で下水道未整備地区
　　合併浄化槽設置奨励補助金　一律80,000円（市費80,000円） ※人槽による区分けは無い。

　〇参考
　　合併浄化槽設置費　1基当たり概ね80万円～130万円　R2～R4の平均115万円

関連事業
（同一目的事業等）

公共下水道事業

〇事務事業の取組

コ
ス
ト

令和5 年度（予算） 令和4 年度(決算) 令和3 年度(決算) 令和2 年度(決算)

事
業
費

事業費合計 11,289 千円 7,013 千円 6,160 千円 7,307 千円

事業費内訳
（令和4年度分）

支出内容 経費 支出内容 経費
需用費 消耗品費、印刷製本費 122

役務費 郵便料 5

補助金 合併浄化槽補助金 6,886

643 千円 0.1 人 667 千円0.1 人 689 千円 0.1 人

千円

人件費合計 0.1 人 689 千円 0.1 人 689 千円

人 0 千円 0 人 0千円 0 人 0 千円 0臨時職員等 0

667 千円

総事業費 11,978 千円 7,702 千円 6,803 千円 7,974

0.1 人 643 千円 0.1 人

人
件
費

正職員 0.1 人 689 千円

人 0

千円

ここから成果指標を導きます。



財源

内訳

国県支出金
7,160 千円 5,101 千円 3,375 千円 4,826 千円

国県支出金の内容 循環型社会形成推進交付金、山梨県浄化槽設置整備事業補助金

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財の内容

一般財源 4,818 千円 2,601 千円 3,428 千円 3,148 千円

財源合計 11,978 千円 7,702 千円 6,803 千円 7,974

年度

合併浄化槽設置補助金交付申請数 基 17/28 17/28 22/32

千円

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 令和4 年度 令和3 年度 令和2

400 362

〇事務事業の評価

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・市内検査地点５箇所の水質検査の全検査項目で環境基準値内の水質とすること
　を目標とする。
　検査地点　笹子川（藤沢橋上流）、真木川（初月橋上流）、桂川（大月橋下）、
　　　　　　葛野川（桂川合流手前）、桂川（下畑橋下流）

・汚水処理人口普及率の向上を目標とする。汚水処理施設整備構想（アクション
　プラン）で設定した目標値の達成を目指す。
　

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 令和4

単位当たりコスト 総事業費 ／ 申請基数 千円 453

年度 令和3 年度 令和2 年度

検査地点5箇所で環境基準内の水質 箇所 3/5 0/5 0/5

汚水処理人口普及率 ％ 49.0/49.5 48.5/48.8 48.2/47.6

自己評価
課題

今後の方針
(事業の有効性､効率性､必

要性の観点）

　緑豊かな森林や豊富な水に恵まれた本市の水環境を将来の世代に引き継いでいくためには、
生活雑排水の適切な処理が重要だが、未だ生活雑排水を未処理で放流している人口が９千人以
上おり、この課題に対応するため公共下水道事業や合併浄化槽設置事業を推進してきた。しかし
ながら、合併浄化槽設置事業に関しては、家屋の新築・改築のタイミング以外での申請が少なく、
単独浄化槽使用者への啓発が課題となっている。公共水域の保全と言っても中々市民に響かな
い現状があり、補助金では工事費の全てを賄えるわけではないので、動機付けとして有効である
とは言えない。
　以上の状況ではあるが、公共下水道整備区域との負担の公平性の観点から、今後も当該補助
事業を継続する方針である。

比較参考値
（類似事業例など）

汚水処理人口普及率（R4年度末）　全国92.9％　山梨県86.3％　大月市49.0％

特記事項 汚水処理人口普及率＝（公共下水道供用開始人口＋合併浄化槽処理人口）÷（行政人口）

/ / /

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。



凡 例

公共下水道認可区域 271.8ha

採水地点

大月市 市域の面積 28,025ha

下水道認可区域を示した図面
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浄化槽の適正な利用と管理をお願いします
１０月１日は「浄化槽の日」

問合　地域整備課　都市整備担当　☎ 0554(20)1855　fax0554(20)1533

　浄化槽は微生物の働きを利用して生活排水を処理する装置です。家庭からの排水は浄化槽で浄
化されてから川や海に放流されます。浄化槽が正常に機能するためには適正な利用と管理が必要
となるため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換をお願いします
　合併処理浄化槽は、単独処理浄化槽に比べて、河川に放流する
水の汚れを約１／８に減らすことができます。
　詳しくは市ホームページで確認するかお問い合わせください。
　「市トップページ」→「くらし・生活」
　　　　　　　→「上下水道」→「浄化槽設置補助事業」

浄化槽を撤去したり管理者が変更された場合は、届出が必要になります
　浄化槽を撤去した場合や浄化槽の管理者が変わった場合は、届出書を提出しましょう。
　届出がされないと撤去した浄化槽が記録上いつまでも使用中のままになってしまったり、浄化
槽協会からの連絡が管理者以外の方に届いてしまいます。

浄化槽の法定検査を受けましょう
　法定検査は年に１回受ける必要があります。申込先は日ごろ清掃・点検を依頼している業者で
はなく、山梨県浄化槽協会になります。

※保守点検は県知事の登録を受けた業者、清掃は市の許可を受けた業者に依頼してください

法定検査

申込先：一般社団法人山梨県浄化槽協会　 ０５５－２８８－１１３２

検査の種類 受検回数 検査手数料
水質検査
（初回のみ）

使用開始後
3～５か月以内

10人槽以下
11～ 50人槽

8，500円
10，500円

定期検査
（2回目以降） 毎年 1回 10人槽以下

11～ 50人槽
4，500円
6，500円

「買いたい/借りたい」⇔「売りたい/貸したい」をつなぎます
空き店舗・空き工場の募集
問合　産業観光課（大月桃太郎課）　産業振興担当　☎ 0554(20)1857　fax0554(20)1533

　市内に所有している空き店舗・空き工場を登録しませんか？
　市では、ホームページで空き物件の情報を公開し、「買いたい」「借りたい」方々へ紹介し、物
件の問い合わせがあった際には所有者におつなぎします。現在市内に空き店舗、空き工場を所有
し「売りたい」「貸したい」と考えている方は上記担当までご連絡ください。
　「市トップページ」→「産業・まちづくり」
　　　　　　　　　　　　　　　　　→「工業・商業」→「空き店舗・空き工場の情報」
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家の中にいる時 スーパーやコンビニにいる時 エレベーターに乗っている時

○頭を保護し、机の下など安全
　な場所に避難
○慌てて外に飛び出さない
○無理に火を消そうとしない

○商品棚からなるべく離れる
○落ち着いて行動し、慌てて
　出口に走り出さない

○全ての階のボタンを押して、
　最寄りの階で停止させて、
　すぐに降りる

あなたに残された時間は数秒　そのときどう行動しますか
地震に備える　緊急地震速報が流れた時

問合　総務管理課　防災行革担当 　☎ 0554(23)8008　fax0554(23)1216

　大きな地震が来ることをお知らせする緊急地震速報は、発表から強い揺れが到達するまでに数
秒から数十秒程度しか時間がありません。その短い間に自分の命を守るための行動が必要です。
　慌ててしまうと適切な行動ができません。いつ、どこにいても落ち着いて身を守る行動をとれ
るようにするために、日頃から考えて実際に体を動かす訓練をしておきましょう。

運転中の時 屋外にいる時 その他
○ハザードランプを点灯させ、
　周りの車に注意を促す
○急ブレーキはかけず、緩やか
　に速度を落とす
○大きな揺れを感じたら道路の
　左側に停止

○ブロック塀の倒壊などに注意
○看板や割れたガラスの落下に
　注意

電車やバスに乗っている時
○つり革や手すりにしっかり
　つかまる

山や崖付近にいる時
○落石や崖崩れの危険性が
　あるのですぐに離れる

訓練放送で実践をしてみよう
　１１月２日（水）午前１０時ごろ、防災行政無線から緊急地震速報の訓練放送が流れます。
　この機会を利用して、身を守る行動の訓練をしてみましょう。
　※気象状況などによっては、訓練用の緊急地震速報の配信を急きょ中止する場合があります

山梨
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